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DPC対 象病院 E準備病院の現況について

l DPC対 象病院について
平成 22年度にDPCへ 参加を希望する 110病院を対象にし
た説明会を平成 22年 3月 1日 に実施
> 4月新規参カロ済み :53病院
> 7月 新規参加予定 :57病院 (6月 25日告示 )
※平成 22年 7月 1日 現在 1, 391病院がDPC対 象病院
となる予定

(参考)

0 8月 1日 に 1病院がDPC対象病院より退出する予定 (健康保険岡谷塩嶺病院)
(DPC対象病院の参加基準である7対 1入院基本料又は 16対 1入院基本料の
施設基準を平成22年 4月 1日 に満たさなくなり、また、その後の3ヶ 月の猶予期
間においても満たす見込みがないため)

※平成22年 8月 1日 より1, 090病院がDPC対象病院となる見込み。

2 DPC準 備病院について
平成 22年度にDPCに不参加のDPC準備病院 (平成 18年
度・平成 19年度・平成20年度新規DPC準備病院)は 151
病院となった。

※ 平成 22年度も引き続き準備病院として調査に参加している。
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機能評価係数 Iの考え方の整理
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<平成22年度改定で対応した項目>
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3.包括支払額と投入資源量の乖離
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機能評価係数に関する今後の検討の方向性

1.医療 全 体 の 質 の 向 上 饉 明化 口効 率 化 口標準 化・質の 向上 )
0全てのDPC対象病院が各施設が基本的に対応すべき方向性
>診療内容の透明化に資するようなデータ提供の努力を評価
>主体的なベンチマーキング及び目標設定による医療の質的改善努力を
評価
>ガイドライン等を参考とした標準化への努力を評価

2.社会的に(地域で)求められている機能の評価
・それぞれの地域において実現が求められる医療の方向性
>それぞれの地域において各急性期病院が担うべき機能を評価
>地域単位での医療資源配分最適化
>4疾病口5事業等における病院の実績を評価

3.包括支払額と投入資源量の乖離の補正



【論点】

<基本的な考え方の整理>
平成22年改定での対応 (検討経過と具体的な

改定項目)を踏まえ、平成24年度改定に向け

て、機能評価係数の考え方と具体的な項目
設定のあり方をどう考えるか。
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